




A Study of the Relationships between the Understanding of Preschool Teachers 


























































































































































































群 経験年数 N 平均 SD
初任群 １年目 18 1.00 .00
若手前期群 2‒5年目 85 3.32 1.07
若手後期群 6‒10年目 55 7.89 1.47
中堅群 11‒20年目 37 15.78 2.87































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ｍ SD
第Ⅰ因子：限界性
８）子どもの個性を把握する難しさ .713 .104 -.012 4.18 .868
７）子どもの行為の意味の理解後における対応の苦慮 .695 -.112 .040 3.73 .855
５）子どもの行為の意味を理解する難しさ .640 -.131 .038 3.73 .836
11）子どもを丸ごと信頼・肯定しようとする難しさ .628 -.012 -.076 3.96 .824
６）保育者としての意図の優先 .550 .058 -.122 3.83 .871




-.060 .673 .050 4.25 .737
９）お互いに肯定的なまなざしに基づく包括的理解 -.068 .668 -.080 3.93 .973
12）子どもと保育者間における感情共有と相互理解 .121 .653 -.087 4.62 .861
13）子どもの受け止め方を考慮したかかわり .171 .505 .217 4.09 .760
10）子どもの家庭的背景を含めた子どもの行為や意図
の考慮
-.215 .505 .018 3.96 .824
第Ⅲ因子：敏感性
２）子どもの些細な変化や行為に対する敏感な気づき -.083 -.127 .983 3.94 .760
１）子どもの些細な変化や行為に向ける意識 -.018 .122 .746 4.16 .751
４）子どもの本当のニーズや心情を瞬時に感じとること .196 .122 .426 3.72 .709
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅱ .380
Ⅲ .480 .600
 ３因子の累積寄与率：44.31％，α係数：第Ⅰ因子 .787，第Ⅱ因子 .739，第Ⅲ因子 .781
表４　子ども理解尺度の下位尺度間相関と平均値、標準偏差
限界性 相互性 敏感性 Mean SD
限界性 ― .253** .411** 3.83 .604
相互性 ― .515** 4.17 .578












初任群 若手前期群 若手後期群 中堅群 熟達群 合計
限界性 3.66 (.798) 3.67 (.504) 3.87 (.558) 4.05 (.584) 4.14 (.651) 3.84 (.601)
相互性 3.86 (.539) 4.05 (.579) 4.09 (.552) 4.33 (.501) 4.60 (.499) 4.16 (.581)








































































































































































































































































































　本稿は、PECERA 17th Annual Conference（in Bangkok, July 2016）における発表内容を、再分析を
加えてまとめたものである。また、本研究は日本学術振興会科学研究費補助金による研究助成（平
成25年度若手研究Ｂ: 25780504）を受けて実施した一部である。
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